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イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
種
主

義
的
な
民
族
浄
化
戦
争

十
月
七
日
の
ハ
マ
ス
の
攻
撃
に
対

す
る
「
自
衛
権
の
行
使
」
と
し
て

開
始
さ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ

に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
攻
撃

は
、
人
種
主
義
的
絶
滅
戦
争
の
形

相
を
呈
し
て
い
る
。
十
月
十
二

日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
防
軍
は
ガ
ザ

の
北
半
分
に
住
む
一
一
〇
万
人
に

南
半
分
へ
の
「
避
難
命
令
」
を
発

表
し
た
が
、
や
む
な
く
そ
の
指
示

に
従
っ
て
移
動
す
る
車
列
も
爆
撃

し
た
。『
Ｂ
Ｂ
Ｃ
』
は
十
月
十
七

日
付
の
報
道
で
、
七
〇
人
が
虐
殺

さ
れ
た
こ
の
殺
戮
を
「
ね
じ
れ

て
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
っ
た
死

体
が
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
っ
て
い

る
」
と
表
現
し
た
が
、
同
様
の
残

虐
行
為
が
ガ
ザ
の
い
た
る
場
所
で

行
な
わ
れ
て
い
る
。
ガ
ザ
保
健
省

の
発
表
に
よ
れ
ば
、
十
月
十
七
日

に
は
、
ガ
ザ
の
ア
ル
・
ア
ハ
リ
病

院
が
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
爆
撃
で
破

壊
さ
れ
、
四
七
一
人
以
上
の
パ
レ

ス
チ
ナ
人
が
虐
殺
さ
れ
た
。

現
在
の
戦
争
は
紛
れ
も
な
く
ガ
ザ

の
住
民
全
体
を
標
的
と
し
て
お

り
、
死
者
は
す
で
に
数
千
人
に
達

し
た
（『
タ
イ
ム
ズ
・
オ
ブ
・
ガ

ザ
』
十
月
二
十
二
日
時
点
の
報
道

に
よ
れ
ば
、
一
八
七
三
人
の
子
ど

も
を
含
む
四
六
五
一
人
以
上
の
パ

レ
ス
チ
ナ
人
が
虐
殺
さ
れ
、
一
万

四
二
五
四
人
が
負
傷
、
瓦
礫
の
下

で
一
四
五
〇
人
が
行
方
不
明
）。

十
月
九
日
に
ガ
ラ
ン
ト
国
防
相
が

「
人
間
の
姿
を
し
た
動
物
」、
十
二

日
に
は
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
が
「
野

生
動
物
」
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
公

然
と
呼
び
捨
て
る
な
ど
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
政
治
指
導
者
は
パ
レ
ス
チ

ナ
人
へ
の
殺
戮
を
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
や

シ
ュ
ト
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
の
よ
う
な
残

忍
さ
で
正
当
化
し
て
い
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
に
と
っ
て
目
的
は
ハ

マ
ス
で
は
な
い
。
十
月
十
七
日
に

ハ
マ
ス
の
幹
部
一
人
の
殺
害
を
イ

ス
ラ
エ
ル
は
発
表
し
た
が
、
こ
の

前
後
ま
で
に
ガ
ザ
の
民
間
人
が
住

ま
う
一
四
万
戸
以
上
の
住
居
が
全

壊
含
む
何
ら
か
の
損
傷
を
被
っ
て

い
た
（
国
連
人
道
問
題
調
整
事
務

所
十
九
日
付
発
表
）。
ま
た
、
イ

ス
ラ
エ
ル
軍
報
道
官
は
十
月
二
十

一
日
、「
戦
争
の
次
の
段
階
に
備

え
る
た
め
に
」、
ガ
ザ
北
部
へ
の

爆
撃
を
強
化
す
る
と
発
表
し
て
い

る
。
十
月
十
三
日
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ

政
権
下
で
副
外
務
大
臣
も
務
め
た

ダ
ニ
ー
‐
ア
ヤ
ロ
ン
元
駐
米
大
使

は
、『
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
』
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
エ
ジ
プ
ト

東
部
シ
ナ
イ
半
島
の
砂
漠
に
パ
レ

ス
チ
ナ
人
を
移
動
さ
せ
る
イ
ス
ラ

エ
ル
の
計
画
の
存
在
を
示
唆
し

た
。
十
月
十
五
日
に
は
シ
ー
モ
ア

‐
ハ
ー
シ
ュ
（
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の

ソ
ン
ミ
虐
殺
の
告
発
で
知
ら
れ
る

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
も
、
サ
ブ
ス

タ
ッ
ク
上
の
記
事
で
イ
ス
ラ
エ
ル

国
家
内
部
関
係
者
の
話
と
し
て
、

ガ
ザ
の
住
民
を
追
放
す
る
構
想
の

存
在
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

ハ
ー
シ
ュ
も
触
れ
て
い
る
が
『
Ａ

Ｆ
Ｐ
』
十
月
十
三
日
付
の
報
道
に

よ
れ
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ジ
ェ
ッ

ト
機
は
ガ
ザ
市
と
北
部
の
周
辺
で

一
一
〇
万
人
の
住
民
に
向
け
て

「
避
難
し
な
け
れ
ば
テ
ロ
組
織
の

仲
間
と
み
な
す
可
能
性
が
あ
る
。

生
き
残
り
た
け
れ
ば
南
に
進
み
―

―
必
要
で
あ
れ
ば
四
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
歩
い
て
―
―
、
エ
ジ
プ
ト
に

通
じ
る
ラ
フ
ァ
国
境
検
問
所
ま
で

歩
い
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
い
う
趣

旨
の
数
千
枚
の
チ
ラ
シ
を
散
布
し

た
と
い
う
。「
安
全
で
い
た
け
れ

ば
移
動
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
い

う
の
は
そ
も
そ
も
脅
迫
で
あ
り
、

こ
れ
は
住
民
の
強
制
的
な
移
送
を

禁
ず
る
「
人
道
に
対
す
る
罪
」

（
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
憲
章
第
六
条

Ｃ
項
目
）に
該
当
す
る
し
、現
に
進

行
し
て
い
る
の
は
ガ
ザ
の
北
半
分

か
ら
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
追
い
立

て
で
あ
っ
て
、残
っ
た
パ
レ
ス
チ

ナ
人
に
対
す
る
殲
滅
戦
で
あ
る
。

現
地
か
ら
の
多
数
の
報
道
や
証
言

に
よ
れ
ば
、
こ
の
原
稿
を
書
き
終

え
た
現
地
時
間
二
十
二
日
夜
、
イ

ス
ラ
エ
ル
と
の
境
界
線
に
近
い
ジ

ャ
バ
リ
ヤ
難
民
キ
ャ
ン
プ
も
含
む

北
部
を
中
心
に
、
ガ
ザ
全
域
を
標

的
と
す
る
、
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
始
ま
っ
て
以
来
最
大
規
模
に
な

る
夜
間
爆
撃
が
行
な
わ
れ
た
。
そ

も
そ
も
一
一
五
の
医
療
機
関
が
攻

撃
を
受
け
て
い
る
事
実
（
十
月
十

七
日
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
発
表
）
だ
け
を
見

て
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
事
作
戦

が
ハ
マ
ス
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と

考
え
る
の
は
幻
想
で
し
か
な
い
。

否
定
さ
れ
る
と
同
時
に

継
続
す
る
ナ
ク
バ

占
領
、
空
爆
・
爆
撃
、
民
族
浄

化
、
住
居
の
取
り
壊
し
、
捕
縛
、

監
禁
、
先
祖
代
々
の
土
地
か
ら
の

追
放
、
入
植
地
の
建
設
・
拡
大
、

果
樹
園
や
作
物
の
蹂
躙
、
水
を
は

じ
め
と
す
る
資
源
の
略
奪
、
強
制

的
な
移
住
、
外
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

制
限
・
支
配
―
―
イ
ス
ラ
エ
ル
が

パ
レ
ス
チ
ナ
人
に
対
し
て
恒
常
的

に
放
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
暴
力

は
、
す
べ
て
侵
略
・
植
民
地
主
義

の
暴
力
で
あ
る
。
現
在
の
戦
争

は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
そ
し
て
イ
ス

ラ
エ
ル
に
軍
事
的
・
経
済
的
・
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
支
援
を
与
え
続

け
て
き
た
西
側
諸
国
に
一
〇
〇
％

の
責
任
が
あ
る
。
と
り
わ
け
「
歴

史
の
書
き
換
え
」
や
「
情
報
操

作
」
を
含
む
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な

支
援
は
重
要
で
あ
っ
て
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
ど
ん
な
非
人
間
的
で
残
忍

な
振
る
舞
い
で
も
す
べ
て
公
然
と

許
さ
れ
る
か
の
よ
う
だ
。

現
在
の
パ
レ
ス
チ
ナ
の
事
態
は
、

一
九
四
八
年
に
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の

社
会
を
、
侵
略
者
で
あ
る
イ
ス
ラ

エ
ル
が
「
建
国
」
の
過
程
で
破
壊

し
尽
く
し
た
こ
と
の
直
接
の
帰
結

で
あ
る
。
こ
の
「
ナ
ク
バ
」（
破

局
）
と
呼
ば
れ
る
植
民
地
主
義
の

暴
力
に
よ
っ
て
、
デ
イ
ル
・
ヤ
シ

ン
を
は
じ
め
と
す
る
村
々
で
残
虐

行
為
が
展
開
さ
れ
、
七
五
万
人
の

パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
故
郷
を
追
わ
れ

て
難
民
と
な
っ
た
。「
パ
レ
ス
チ

ナ
問
題
」
は
実
際
に
は
複
雑
で
は

な
く
単
純
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
人

び
と
が
住
ん
で
い
た
土
地
を
勝
手

に
奪
っ
て
追
放
す
る
と
い
う
現
在

ま
で
続
く
イ
ス
ラ
エ
ル
の
侵
略
、

す
な
わ
ち
「
平
和
に
対
す
る
罪
」

（
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
憲
章
第
六
条

Ａ
項
目
）
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
問

題
で
し
か
な
い
。
一
九
六
七
年
の

戦
争
で
は
、
ガ
ザ
、
ヨ
ル
ダ
ン
川

西
岸
、
東
エ
ル
サ
レ
ム
も
侵
略
さ

れ
、
占
領
、
入
植
地
の
建
設
が
進

め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
ニ
ュ
ル
ン

ベ
ル
ク
裁
判
で
あ
ら
ゆ
る
他
の
悪

を
生
み
出
す
犯
罪
と
し
て
、「
最

悪
の
国
際
犯
罪
」
と
言
わ
れ
て
い

た
犯
罪
で
あ
る
。
こ
の
他
の
悪
に

は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
「
民
な
き
土

地
だ
っ
た
」
と
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ

人
そ
の
も
の
の
歴
史
的
・
民
族
的

な
抹
消
を
は
か
る
「
歴
史
の
書
き

換
え
」
も
含
ま
れ
る
。
イ
ス
ラ
エ

ル
だ
け
で
は
な
く
、
西
側
の
い
わ

ゆ
る
「
国
際
社
会
」
の
な
か
で

も
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
（
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放

機
構
）
の
ヤ
セ
ル
‐
ア
ラ
フ
ァ
ト

が
一
九
七
四
年
に
パ
レ
ス
チ
ナ
人

と
し
て
国
連
の
議
場
に
登
場
し
、

「
今
日
、
わ
た
し
は
平
和
の
象
徴

で
あ
る
オ
リ
ー
ブ
の
枝
と
闘
争
の

象
徴
で
あ
る
銃
を
も
っ
て
き
ま
し

た
。
ど
う
か
わ
た
し
の
手
か
ら
オ

リ
ー
ブ
の
枝
を
落
と
さ
せ
な
い
で

ほ
し
い
」
と
話
す
ま
で
、「
パ
レ

ス
チ
ナ
人
」
と
い
う
民
族
は
、
歴

史
的
に
ま
る
で
存
在
し
な
か
っ
た

も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ

て
き
た
の
で
あ
る
。「
人
類
の
意

見
を
尊
重
し
…
…
」
と
い
う
独
立

宣
言
の
文
言
を
忘
れ
た
ア
メ
リ
カ

だ
け
が
イ
ス
ラ
エ
ル
非
難
の
国
連

総
会
決
議
に
反
対
す
る
状
況
に
な

っ
て
も
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
は
イ
ス

ラ
エ
ル
に
よ
る
民
族
抹
殺
政
策
の

対
象
で
あ
り
、
土
地
や
人
権
に
対

す
る
主
張
を
捨
て
去
る
よ
う
に
た

え
ず
脅
迫
さ
れ
て
き
た
。
パ
レ
ス

チ
ナ
人
が
反
対
す
る
の
は
こ
う
し

た
状
況
を
生
み
出
す
イ
ス
ラ
エ
ル

の
侵
略
に
対
し
て
で
あ
っ
て
、
イ

ス
ラ
ム
教
の
信
仰
の
た
め
に
反
対

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
は
、
イ

ス
ラ
エ
ル
植
民
地
主
義
の
発
端
を

作
っ
た
の
が
、
一
九
一
七
年
十
一

月
二
日
に
シ
オ
ニ
ス
ト
の
指
導
者

に
宛
て
た
イ
ギ
リ
ス
外
相
ア
ー
サ

ー
‐
バ
ル
フ
ォ
ア
の
公
開
書
簡

「
バ
ル
フ
ォ
ア
宣
言
」
で
あ
り
、

こ
の
宣
言
に
よ
る
支
持
を
得
て
イ

ギ
リ
ス
の
占
領
・
統
治
下
で
本
格

化
し
た
シ
オ
ニ
ス
ト
の
入
植
活
動

お
よ
び
そ
の
後
の
シ
オ
ニ
ス
ト
国

家
構
想
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
な
か
で

「
厩
の
犬
が
、
た
と
え
長
ら
く
そ

こ
に
寝
そ
べ
っ
て
い
た
か
ら
と
い

っ
て
、
最
終
的
に
厩
に
つ
い
て
の

権
利
を
持
た
な
い
の
と
同
じ
で
あ

る
」（
一
九
三
七
年
の
ピ
ー
ル
委

員
会
に
お
け
る
チ
ャ
ー
チ
ル
の
発

言
）
と
い
っ
た
人
種
主
義
・
民
族

差
別
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
正

当
化
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
で

あ
る
。
こ
う
し
た
一
九
一
七
年
以

来
の
経
緯
を
考
え
た
と
き
、
い

ま
、
一
九
四
八
年
に
追
放
さ
れ
た

パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
故
郷
に
存
在
す

る
シ
オ
ニ
ス
ト
国
家
は
、
六
〇
〇

万
人
も
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
虐
殺
し
た

ヒ
ト
ラ
ー
・
フ
ァ
シ
ス
ト
に
よ
る

迫
害
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
生
ま
れ

た
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ

そ
の
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
の
根
底
に
も

あ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
そ
し
て
ア

メ
リ
カ
や
日
本
）
の
植
民
地
主

義
・
人
種
主
義
が
産
み
落
と
し
た

も
の
だ
と
言
う
ほ
か
な
い
。

ナ
ク
バ
は
現
在
進
行
形
の
暴
力
で

あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
教
育
相
は

「
ア
ラ
ブ
人
学
校
」
の
教
科
書
に

対
し
て
、「
ナ
ク
バ
」
と
い
う
言

葉
の
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
が
、

イ
ス
ラ
エ
ル
は
ナ
ク
バ
を
否
定
す

る
と
同
時
に
ナ
ク
バ
を
継
続
し
て

い
る
。
第
一
次
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー

ダ
（
一
九
六
七
年
の
戦
争
以
降
の

占
領
に
反
対
し
て
一
九
八
七
年
に

始
ま
っ
た
抵
抗
運
動
）
の
最
中
、

ソ
連
の
倒
壊
に
よ
っ
て
大
き
な
協

力
者
を
失
っ
た
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
事
実
上

の
「
降
伏
文
書
」（
エ
ド
ワ
ー
ド

‐
Ｗ
‐
サ
イ
ー
ド
「
モ
ー
ニ
ン
グ

ア
フ
タ
ー
」、『
ブ
ッ
ク
・
オ
ブ
・

ロ
ン
ド
ン
レ
ビ
ュ
ー
』
一
九
九
三

年
十
月
二
十
一
日
付
）
で
あ
っ
た

一
九
九
三
年
九
月
十
三
日
の
オ
ス

ロ
合
意
以
降
、
こ
の
非
人
間
的
な

暴
力
は
永
続
化
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
サ
イ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、

「
こ
の
文
書
で
主
に
考
慮
さ
れ
て

い
る
の
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
安
全
で

あ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
侵
略
か
ら

の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
安
全
に
つ
い

て
は
何
も
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
」。

一
九
九
五
年
の
オ
ス
ロ
合
意
Ⅱ
も

含
む
オ
ス
ロ
・
プ
ロ
セ
ス
下
で

は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
び
と
に
と

っ
て
も
っ
と
も
大
切
な
要
求
の
ひ

と
つ
だ
っ
た
帰
還
権
お
よ
び
補
償

の
問
題
は
無
視
さ
れ
、
一
九
六
七

年
の
戦
争
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の

占
領
は
維
持
、
む
し
ろ
入
植
地
が

い
っ
そ
う
拡
大
し
、
独
立
国
家
を

建
設
す
る
は
ず
だ
っ
た
パ
レ
ス
チ

ナ
人
側
の
空
間
は
ス
イ
ス
チ
ー
ズ

の
穴
の
よ
う
な
形
に
縮
小
・
分
断

さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
。
パ
レ
ス
チ

ナ
に
残
さ
れ
た
の
は
国
境
も
み
ず

か
ら
管
理
で
き
ず
何
ら
独
立
の
内

実
な
き
空
虚
な
「
自
治
」
だ
け
だ

っ
た
。
こ
の
状
況
に
抗
議
す
る
、

当
初
は
非
暴
力
の
デ
モ
で
始
ま
っ

た
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
第
二
次
イ

ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ
も
イ
ス
ラ
エ
ル

軍
の
残
忍
な
弾
圧
で
敗
北
に
終
わ

り
、
二
〇
〇
五
年
以
降
、
イ
ス
ラ

エ
ル
軍
の
見
せ
か
け
の
「
撤
退
」

特集＝パレスチナとの連帯を� １〜５面１〜５面

沖縄から考える岸田政権の戦争政策�６〜７面６〜７面

「ネオ台湾派」の蠢動� ８面８面

新冷戦と韓国のマッカーシズム� ９面９面

東部労組でフリーランス支部結成� 10面10面

ＨＯＷＳ後期プレ企画で小出裕章さんが講演� 11面11面
劇評＝『星をかすめる風』について� 12面12面

パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
解
放
な
き
解
放
は
不
完
全
で
あ
る
︱
︱
ネ
ル
ソ
ン
‐
マ
ン
デ
ラ

か
つ
て
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
を
経
験
し
た
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
全
人
民
規
模
で
ガ
ザ
爆
撃
反
対
、
パ
レ
ス
チ
ナ

人
と
の
連
帯
の
声
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
写
真
は
、
十
月
二
十
日
に
、
Ａ
Ｎ
Ｃ
（
ア
フ
リ
カ
民
族
会
議
）
や
Ｓ
Ａ

Ｃ
Ｐ
（
南
ア
フ
リ
カ
共
産
党
）
が
主
催
し
た
首
都
プ
レ
ト
リ
ア
で
の
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
館
前
抗
議
行
動
の
も
の
。

ネ
ル
ソ
ン
‐
マ
ン
デ
ラ
の
言
葉
は
一
九
九
七
年
の
国
際
パ
レ
ス
チ
ナ
人
民
連
帯
デ
ー
で
の
演
説
よ
り
。

イ
ス
ラ
エ
ル
は
ガ
ザ
絶
滅
戦
争
を
止
め
よ

大
義
は
全
面
的
に
パ
レ
ス
チ
ナ
の
側
に
あ
る

（
二
面
に
つ
づ
く
）

沖  

縄
「
争
う
よ
り
も
愛
し
た
い
。」11・23
県
民
平
和
大
集
会

東  

京

沖
縄
も
日
本
も
戦
場
に
さ
せ
る
な
！
11・23
国
会
前
ア
ク
シ
ョ
ン

大  

阪

沖
縄
を
再
び
戦
場
に
さ
せ
な
い
！
県
民
大
会
同
時
集
会
in
大
阪

沖
縄
11・23
県
民
平
和
大
集
会
に
連
帯
を
！
（
詳
細
記
事

６
～
７
面
）


